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風
力
騒
音
に
関
し
、
Ｈ
特
性
で
の
調
査
要
望
は�

�

質
　
環
境
影
響
評
価
及
び
風
車
騒
音
に
関
す
る
指
針
に
基
づ

く
評
価
方
法
で
は
、
低
周
波
音
の
み
の
影
響
が
デ
ー
タ
と
し

て
出
て
こ
な
い
。
圧
迫
感
・
振
動
感
を
評
価
す
る
Ｈ
特
性
で

の
調
査
を
市
独
自
で
行
う
か
、
事
業
者
へ
要
望
す
る
考
え
は
。�

�

答
　
環
境
影
響
評
価
は
、
「
発
電
所
ア
セ
ス
省
令
」
に
基
づ

く
測
定
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
圧
迫
感
や
振
動

感
を
評
価
す
る
Ｈ
特
性
で
評
価
す
べ
き
と
意
見
を
述
べ
る
研

究
者
も
い
る
が
、
公
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
現

行
法
令
で
は
こ
の
方
法
が
反
映
さ
れ
た
評
価
方
法
と
な
っ
て

い
な
い
。
現
時
点
で
Ｈ
特
性
で
の
調
査
を
市
が
実
施
す
る
こ

と
や
、
事
業
者
へ
要
望
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。�

��

熊
対
策
に
関
し
、
防
除
に
注
力
す
る
考
え
は�

�

質
　
市
の
対
策
現
状
は
出
没
後
は
手
厚
い
が
、
出
没
を
未
然

に
防
ぐ
部
分
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
電
気
柵
の
設
置
、
動

物
駆
除
用
煙
火
や
緩
衝
帯
の
整
備
、
市
民
レ
ベ
ル
で
で
き
る

対
応
の
普
及
促
進
を
進
め
る
べ
き
で
は
。�

�

答
　
能
代
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
で
は
、
熊
の
誘
因
と
な

る
放
任
果
樹
の
伐
採
を
所
有
者
に
促
す
と
と
も
に
、
処
分
困

難
な
大
木
な
ど
の
伐
採
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
か
ら
は
、

所
有
者
み
ず
か
ら
の
伐
採
処
分
や
簡
易
電
気
柵
の
設
置
に
対

し
助
成
を
行
い
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
防
除
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
る
。
動
物
駆
逐
用
煙
火
等
に
よ
る
防
除
は
、

他
地
域
の
活
用
事
例
を
参
考
に
、
今
後
検
討
す
る
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
風
車
の
海
岸
か
ら
の
距
離�

○
全
市
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入�

○
廃
校
利
活
用
の
説
明
会
実
施
の
考
え
は�

公
文
書
の
適
正
な
管
理�

�

質
　
国
に
お
い
て
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
公
文
書
の
改
ざ
ん

や
管
理
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
行
政
を
進
め
る
に
当

た
り
、
市
民
の
財
産
で
あ
る
本
市
の
公
文
書
の
管
理
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。�

�

答
　
公
文
書
の
一
連
の
事
務
は
、
能
代
市
文
書
取
扱
規
程
に

基
づ
き
管
理
し
て
い
る
。
収
受
し
た
公
文
書
は
、
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
等
に
登
録
し
、
処
理
終
了
後
簿
冊
等
で
保
存
す
る
。

保
存
期
間
経
過
後
に
保
存
を
要
し
な
い
文
書
は
、
文
書
主
管

課
長
が
主
務
課
長
等
に
協
議
の
上
、
廃
棄
す
る
。
公
文
書
は
、

永
年
保
存
す
る
も
の
な
ど
、
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
今
後
も
適
正
に
管
理
し
て
い
く
。�

��
道
路
除
雪
後
の
歩
道
・
路
肩
の
排
雪
計
画
は�

�
質
　
道
路
除
雪
は
車
な
ど
道
路
交
通
の
た
め
の
除
雪
だ
が
、

除
雪
し
た
雪
が
狭
い
歩
道
脇
や
家
の
前
に
、
高
く
積
み
上
げ

ら
れ
、歩
行
者
に
危
険
が
生
じ
て
い
る
。道
路
除
雪
、間
口
除

雪
、歩
道
、路
肩
等
、そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
除
排
雪
計
画
か
。�

�

答
　
各
家
庭
や
地
域
で
雪
寄
せ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
高

齢
者
等
世
帯
の
出
入
口
の
除
雪
等
は
、
軽
度
生
活
援
助
利
用

券
や
、
重
度
障
が
い
者
世
帯
除
雪
援
助
利
用
券
の
交
付
等
に

よ
り
支
援
し
て
い
る
。
排
雪
は
、
歩
道
や
路
肩
、
交
差
点
等

で
、
見
通
し
の
悪
化
等
に
よ
り
通
行
に
支
障
を
来
す
場
合
の

ほ
か
、
地
域
が
市
と
協
働
で
除
排
雪
を
実
施
す
る
場
合
に
行

う
。�そ

の
他
の
質
問
事
項�

○
情
報
公
開
請
求
の
利
用
状
況
は�

○
能
代
産
廃
セ
ン
タ
ー
能
代
市
の
取
り
組
み�

公
約
の
重
要
課
題
、
産
業
振
興
と
人
口
減
対
策�

�

質
　
市
長
選
挙
公
開
討
論
会
で
の
論
点
と
市
長
公
約
で
掲
げ

ら
れ
た
政
策
の
中
で
、
重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
る
産
業
振
興

と
人
口
減
対
策
に
つ
い
て
、
今
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
具
体
的

な
施
策
は
何
か
。�

�

答
　
産
業
振
興
策
で
は
、
能
代
港
の
港
湾
計
画
の
見
直
し
と

洋
上
風
力
発
電
拠
点
化
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
・
活
用

の
推
進
等
の
ほ
か
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
林
業
・
木
材

産
業
の
振
興
、
商
工
業
の
承
継
支
援
等
、
民
間
活
力
の
育
成

に
取
り
組
む
。
人
口
減
少
対
策
で
は
、
前
述
の
産
業
振
興
策

の
ほ
か
、
結
婚
・
出
産
の
経
済
的
支
援
、
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
、

高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。�

��

日
本
遺
産「
北
前
船
寄
港
地
」認
定
記
念
事
業�

�

質
　
能
代
市
が
日
本
遺
産
「
北
前
船
寄
港
地
」
に
追
加
認
定

さ
れ
た
。
市
の
考
え
る
今
後
の
取
り
組
み
の
具
体
策
は
何
か
。

構
成
文
化
財
の
「
能
代
舟
唄
」
の
全
国
規
模
の
民
謡
大
会
の

開
催
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。�

�

答
　
今
年
度
、
認
定
記
念
事
業
を
実
施
し
、
今
後
は
県
北
各

自
治
体
と
連
携
し
た
、
米
代
川
流
域
の
船
荷
に
ま
つ
わ
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度
以
降
に
は

北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
向
け
取
り
組
む
。
民
謡

大
会
を
開
催
す
る
に
は
、
市
内
民
謡
愛
好
団
体
や
全
国
の
民

謡
関
係
団
体
等
へ
の
働
き
か
け
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
開
催

手
法
や
経
費
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
た
い
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
子
育
て
支
援
「
能
代
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
現
状
は�

○
近
隣
市
町
と
の
協
力
連
携
体
制
の
取
り
組
み�

○
大
連
で
の
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
感
想�


